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斉藤守弘と西尾昭二、詠春拳との融合 ver.1

廿日市合気道クラブ

１．斉藤守弘（さいとう もりひろ）：開祖の技の継承と体系化

【略歴】1946年に茨城県岩間で植芝盛平に入門。以来、開祖

逝去の1969年までの24年間にわたり付き人。岩間道場長および

合気神社の守護。欧米に多くの弟子がいる世界的に著名な合

気道家。

【功績】岩間スタイルの確立：開祖の技を純粋な形で保存・

継承。武器術の整理：口伝が多かった合気剣と合気杖を整理

・体系化。技術の可視化：出版物やビデオを作成・販売（英

訳版も）し、合気道家のバイブルに。

【特徴】理合の重視：武器（剣・杖）の動きと体術の動きが

一致。力強い動き：腰の力としっかりした足さばきを重視、固

い稽古と流れの稽古。開祖の技の継承：開祖の力強い動きを

正確に受け継ぐ。

２.西尾昭二（にしお しょうじ）：武道融合による合気道の革新

【略歴】1952年に合気会本部道場に入門。合気道以外に、柔

道、空手道、居合道（夢想神伝流）、杖道などに習熟。2003年

に日本武道協議会より「武道功労者賞」を受賞。

【功績】西尾流の提唱：他武道の理論を取り入れ、より実戦

的・現代的な解釈を加えた独自の合気道を展開。「合気刀法」

の創設：合気道の体術の理合による居合の型を考案。国際的

評価：特に北欧や東欧での現代合気道の普及に多大な影響。

【特徴】当身の活用：技の入り口で当身して相手を制する実戦

的な動き。スピードと流動性：相手の攻撃をかわして、瞬時に

その背後や死角へ入り込むすばやい体捌き。武器と体術の融合



：刀や杖を用いた動きと体術の関連性を説明、剣の手引き、

杖の手引き。

３．詠春拳（えいしゅんけん）：力の弱い女性や小柄な人が、

大柄で力のある相手を制することを目的とした護身術。

【伝説】清朝時代、少林寺の尼僧が鶴と蛇の戦いから着想・

考案。弟子の詠春に伝承され、拳法の名前になったという伝説

がある。

【歴史的背景】中国広東省を中心に発展した南派少林拳の一

種。一子相伝に近い形で、限られた人間（主に富裕層や芸能

集団）の間で伝承。日本やイギリスなどの占領下で、民間人の

護身のために伝承者の葉門（イップ・マン）が指導･普及。

【特徴】中心線（センターライン）理論：自分の中心を守り、

相手の中心を最短距離（直線）で突く。円運動を排した直線的

な動き。短橋狭馬：歩幅を狭く保ち、肘を体から離さずコンパ

クトに戦うスタイル。狭い路地や船の上などでも威力を発揮。

黐手（チーサオ）：相手の腕に自分の腕を貼り付け、触覚で相

手の動きを察知してカウンターを打つ独特の稽古法がある。

４．著名な詠春拳の使い手

○葉問（イップ・マン）：詠春拳を世界へ広めた中国人

【略歴】広東省仏山の富裕層出身。戦後、共産党政権を逃れ

て香港へ移住。生活のために、それまで門外不出に近かった詠

春拳を一般に公開して教え始めた最初の人物。

【功績】複雑な理論を整理し、現代的な教授法を確立。ドニ

ー・イェン主演の映画『イップ・マン』により、武術家の一人

として著名に。

○ブルース・リー：イップ・マンと師弟関係

【略歴】13歳から香港でイップ・マンの門下で約5年間修行。

哲学的な影響を強く受けた。



【功績】詠春拳の中心線や経済的な動きを高く評価。詠春拳

をベースに、ボクシング、フェンシングなどを融合させ、独自の

哲学「ジークンドー（截拳道）」を創設。ブルースが世界的な

スターになったことで、そのルーツである詠春拳も世界に普及。

５．ジークンドー継承の系譜：ブルース・リーから石井東吾へ

○ブルース・リー 哲学の創出「考えるな、感じろ」

武道哲学「ジークンドー」の創始者。晩年、「無駄を削ぎ落

とした最短の打撃」を追求。

○テッド・ウォン 「ファイナル・ステージ」の保存

ブルース・リーの最晩年のスパーリングパートナー、親友。

リーが到達した「ファイナル・ステージ」の技術を保存。

○ヒロ渡邉 日本への導入「日本における正統な伝承者」

日本人として初めてテッド・ウォンからインストラクター免許

を取得。「ジークンドー・ジャパン」を設立し、日本における普

及に尽力。

○石井東吾 現代への発展「理論と実演の融合」

ヒロ渡邉に師事し、師範代・インストラクターとなる。圧倒

的な身体能力と理論の明快さで、YouTube等を通じてジークンド

ーの「魅力と威力」を一般に拡散。若手合気道家の白川竜次

とも仲が良い。

以上


